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研究成果の概要 

本創発的研究では、マルテンサイト変態という変位型相変態の中で、約１％以下の微少な変態歪みを

有するマイクロマルテンサイト変態を示す物質群の開発を目的とする。第一原理計算を先行して候補

となる物質のスクリーニングを行い、計算結果から絞り込まれた候補物質に対して、実験的にマイクロ

マルテンサイト変態の有無を調査する。磁歪、磁気抵抗および変態潜熱などの評価を行い、アクチュエ

ータ材料、磁歪材料、磁気冷凍材料や相変化型メモリー材料などへの応用を検討する。 

第４年度は主に Mn3Ga合金に注目して研究を行った。本合金は常磁性である D019構造の高温相から弱

い強磁性である Orthorhombic構造へと相転移を示すことが知られており、その変態歪は 0.5%以下と小

さい。本研究は Mnと Gaの比率をわずかに変化させながら各合金の変態挙動を調査した。Mn-26Ga合金

に対して光学顕微鏡によるその場組織観察を行ったところ、冷却に伴い表面起伏が現れ、加熱に伴い表

面起伏が消えたことから、この相変態は熱弾性型マルテンサイト変態であることが分かった。低温 XRD

による結晶構造解析を行い、過去の報告と同様に、D019から Orthorhombic への相変態を示しているこ

とを確認した。異なる磁場下の熱磁化測定を行ったところ、磁場の増大に伴って転移点が高温側へシフ

トすることが分かった。ここで、変態点の直上の温度において、パルス強磁場下その場組織観察を行っ

たところ、磁場の印加に伴って表面起伏が現れ、磁場の除荷過程において表面起伏が消えたことから、

メタ磁性相転移の出現が確認された。さらにひずみゲージによる磁歪測定を行ったところ、メタ磁性相

転移による磁歪が確認され、本合金は磁歪材料としての可能性を有することを示した。 

 

研究担当者 許皛 

研究機関名 東北大学 

所属部署名 大学院工学研究科 

役職名 准教授 

研究課題名 マイクロマルテンサイト変態 −多機能性材料物質群の創出− 

研究実施期間 2024年 4月 1日～2025年 3月 31日 


